



Changing decision-making structure in mountainous areas:




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 . 3 　小括
本研究では，過疎高齢化が進行する中山間
地域において，近年，多様な主体をつなぐ媒
介的組織が発展してきていること，ならびに，
そこが男女間ネットワークの受け皿としても
機能している可能性を背景に，それら組織が
中山間地域における男女共同参画にどのよう
な影響を及ぼしているのかを検討した。
A町 a地区での媒介的組織の生成過程とそ
の成果を概観した中で，以下 2点の傾向があ
ることを指摘している。
第一に， a地区における媒介的組織（「組
織ⅰ」および「組織ⅱ」）は，世帯主代表主
義や一戸一票制といった，女性にとって不利
な意思決定構造が根強く残る状況において，
彼女たちが「穏便に」，「段階的に」意思決定
過程に参加する一つの手段になりうることが
指摘できる。とりわけ，全体の 3割超が女性
である「組織ⅱ」では，参加者が意見を出し
やすいように会議や組織構造がデザインされ
ていた。その中で，女性が立案したものを含
め，様々な企画が試行され現在も継続化され
ている。
第二に，媒介的組織におけるこうした開放
的な組織風土は，地域運営の中核部にある既
存の組織の運営規範を変える潜在的可能性
を有していることを指摘した。「組織ⅰ」で
の経験を経たコミュニティ協議会の再編や，
「組織ⅱ」における「自治会まわり」の実践
にみるように，媒介的組織の開放的な組織風
土は，「緩やかに」ではあるが，地区全体の
意思決定構造のあり方に変化を促している。
これが繰り返されることで，男女共同参画に
向けた住民全体の意識変化が進んでいくこと
が期待される。
以上，中山間地域における地域運営の再編
過程において，近年，生成されてきている新
たな組織は，男女をつなぐネットワークであ
るのと同時に，男女共同参画のイニシアチブ
ともなりうることを示していった。
振り返ると，中山間地域の男女共同参画の
実態に関するこれまでの調査では，男性ネッ
トワーク，または女性ネットワークのみを対
象として実施されることが主流であったよう
に思われる。かたや本研究では，その中間に
ある男女間ネットワーク（そしてその受け皿
となる媒介的組織）を眼差すことで，中山間
地域における男女共同参画の「緩やかな」ダ
イナミズムとその現段階，さらには，男女共
同参画の方途を読み解くことが可能であるこ
とを示してきた。
末筆にあたり，中山間地域の男女共同参画
に係る今後の研究においては，それを読み解
く方法として男性と女性のネットワークを
「個別に」扱うだけでなく，男女間ネットワー
クと，その受け皿となる媒介的組織の生成，
発展の流れを追うことも，きわめて重要にな
るという立場を強調したい。
むろん，前述のように本事例においては，
男女共同参画に対する地域全体の構造変化を
及ぼす実態までを確認するには至らなかっ
た。この点を明らかにするためにも，本事例
の今後の展開を丹念に追うことが課題とな
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る。また同時に，他の中山間地域における今
後の事例蓄積にも期待したい。
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